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小樽商科大学学術成果コレクション
（Barrel） － ねらいとお願い

附属図書館
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小樽商科大学学術成果コレクション
（愛称 Barrel）

ネットを通じ
て誰でも
アクセス可
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本日の内容

 概要と目的

 保存・公開の手順

 著作権の考え方

 国内・海外の状況

 スケジュール

 先生方へお願い
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概要

本学で生産された学術成果を大切に保存・
蓄積するとともに、インターネットで無料公開
するもの

・本学研究者著作（研究論文、学会発表資料、
雑誌・新聞寄稿記事、コラムなど）

・本学紀要、研究報告書
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目的

小樽商大研究者の著作の可視性を高め、
より多くの読者に届けること。

-被引用数の増加

-社会への説明責任

小樽商大研究者の著作を図書館資料と
して大切に保存し、後世へ継承すること。
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手順

図書館

・抜刷、論文コピー、
元原稿等
（本文と掲載誌の情報）

メール送付
or 持参

・著作権の確認
・スキャン
・登録公開
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著作権の考え方

著作権者が許諾しているかどうか
 国内

– 122学会が無料公開OK

– このうち56学会、70タイトルが抜刷をそのまま
掲載してよい

– その他は、著者最終原稿ならよい

 海外

– 92%のタイトルが無料公開OK（著者最終原稿）
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例： 情報処理学会著作権規程

第5条（著作者の権利）

5．著作者は、投稿した論文等について本学会の
出版物発行前後にかかわらず、いつでも著作
者個人のWebサイト（著作者所属組織のサイト
を含む。以下同じ。）において自ら創作した著作
物を掲載することができる。ただし、掲載に際して
「情報処理学会倫理綱領」に則ること、ならびに本学会
の出版物にかかる出典（当該出版物が発行された場合）
及び利用上の注意事項＊＊を明記しなければならない。

http://www.ipsj.or.jp/03somu/ipsjcode/ipsjcode.html
http://www.ipsj.or.jp/01kyotsu/chosakuken/copyright.html
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国内・海外の状況

 国内

– 65機関が設立済み
– 道内では、北海道大学、旭川医科大学、帯広畜産大
学、北見工業大学、室蘭工業大学が設立済み。

– 大きな総合大学のほか、一橋大学、日本貿易振興機構
アジア経済研究所等も。

– 34万件が公開中

 海外

– 887機関が設立済み、614万件が公開中
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・ 7月 関係学内委員会説明
本学研究報告の電子化

・ 8月 個別説明、出版社調査

・ 9月 サーバ調達・整備

・10月 説明会（各学科会議）

・11月 試験公開（予定）

・ 2月 正式公開（予定）

スケジュール（予定）
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先生方へお願い

ご著作の寄贈

–ご執筆された論文、エッセイなど

–配布プリント：掲載したいご著作に○を

いつでもお気軽に！
Barrel担当： 鈴木・中筋・首藤・南


